
沼津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 選択外国語（英会話）
科目基礎情報
科目番号 2024-274 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 World Link Level 3
担当教員 （英語科 非常勤講師）,保坂 典子
到達目標
1. 授業での会話練習で身に着けて会話術を使用して、英語での豊富なコミュニケーションを取り、英会話に自信を持つことができる。
2. 英文法の理解を深め、実際の会話に活用することができる。
3. 自分の意見を英語で伝え、様々な場面で適切な会話を展開することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 授業への参加意欲が高く、向上心
がある。 授業へ積極的に参加している。 授業へ積極的に参加していない。

評価項目2 構文と語彙を理解し、スキルや能
力が大幅に向上している。

構文と語彙を理解し、スキルや能
力の向上が見られる。

構文と語彙を理解できず、スキル
や能力の向上が見られない。

評価項目３
自分の意見を伝え、様々な場面で
適切な会話を展開することができ
る。　　

自分の意見を伝え、会話を展開す
ることができる。　　

自分の意見を伝え、会話を展開す
ることができない。　　

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 ４
教育方法等

概要

本科目は英会話力の習得、向上を目的としています。
語彙や文法だけではなく、流暢なスピーキング、正しい発音、積極的なコミュニケーションなどに焦点を当て、英会話
力全体の向上を目指します。
テキストをベースに、ライフスタイル、カルチャーなどの様々なトピックに触れ、思考力を深め、自分の意見を英語で
表現することを目指します。

授業の進め方・方法
授業は英語で進行します。
テキストの内容を基本に、グループワークなどでスピーキングやコミュニケーションのアクティビティを行います。そ
れぞれの興味やスタイルに合わせて内容をカスタマイズする機会も提供します。

注意点 評価については、評価割合に従って行います。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
Course Introduction
Self Introductions
Small group and Large group work

学習内容や目的を把握できる。自分自身の紹介や考え
を英語で述べることができる。

2週
Unit 1: Public and Private                     Lesson A
　　　
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

3週 Unit 1: Public and Private           Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

4週
Unit 2: Getting Information
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備をすることがで
きる。

5週
Unit 2: Getting Information
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備をすることがで
きる。

6週 Presentation
Small group work

テーマに沿ったプロジェクトの発表をすることができ
る。他者の発表を評価することができる。

7週
Unit 3: Milestones
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

8週
Unit ３: Milestones
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

2ndQ

9週
Unit 5: Across Cultures
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループ

10週
Unit 5: Across Cultures
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

11週
Unit 6: Business and Marketing
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備をすることがで
きる。

12週
Unit 6: Business and Marketing
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備をすることがで
きる。



13週 Presentaton
Small group work

テーマに沿ったプロジェクトの発表をすることができ
る。他者の発表を評価することができる。

14週
Unit 7: Wellbeing
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

15週
Unit 7: Wellbeing
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

16週

後期

3rdQ

1週
Unit ８: What Are You Into?
Lesson A
Small group work
Unit 17: Are you afraid of…?

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備をすることがで
きる。

2週
Unit 8: What Are You Into?
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備をすることがで
きる。

3週
Unit ９: Society
Lesson A
Small group workPresentation

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

4週
Unit ９: Society
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

5週 Presentation テーマに沿ったプロジェクトの発表をすることができ
る。他者の発表を評価することができる。

6週 Real World Link
Units 7-9

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

7週
Unit 10: Money
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

8週
Unit 10: Money
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

4thQ

9週
Unit 11: Trust
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

10週
Unit 11: Trust
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備ができる。

11週 Presentation
Small group work

テーマに沿ったプロジェクトの発表をすることができ
る。他者の発表を評価することができる。

12週
Unit 12: Our World
Lesson A
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

13週
Unit 12: Our World
Lesson B
Small group work

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループワークの内容を発表できる。

14週 Real World Link
Units 10-12

テキストのトピックに関する語彙やフレーズを学ぶ。
グループでプレゼンテーションの準備をすることがで
きる。

15週 Presentation テーマに沿ったプロジェクトの発表をすることができ
る。他者の発表を評価することができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

プレゼンテーション 授業内コミュニケーション活動 合計
総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 60 40 100


